
平成３０年度明日香村歴史的風土創造的活用交付金事業に係る収入・支出実績

１．収入の部
（単位：円）

平成３０年度
当初計画額(A)

平成３０年度
実績額(B)

比　　較
(B-A)

備　　考

150,000,000 150,000,000 0

37,500,000 37,500,000 0

187,500,000 187,500,000 0

27,500,000 24,277,672 △ 3,222,328
分担金 244,080　　負担金 1,500,000　　財産運用収入 202,500
一般財源 22,331,092

215,000,000 211,777,672 △ 3,222,328合　　計

項　　目

小　　計

その他

国交付金

県交付金



２．支出の部

事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

3,000,000 3,000,000 0

　■バーチャル飛鳥京制作
　　・CGによる復元整備（大官大寺跡）

実績内容

　歴史的風土を活用した歴史文化学習の場の整備に関する事業

　簡易な遺跡環境整備

　古墳・遺跡の簡易な整備や遺構表示、遺跡のＣＧ作成による歴史展示により、誰もがわかりやすく明日香村の歴史を体感
できるような場の整備を行う。

ＣＧによる復元整備
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事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

19,300,000 19,722,800 422,800

■ネットワーク道路整備事業
　・上居地区　As舗装工・石積工　　 　　   　L=13ｍ
　・細川地区　Co舗装工・側溝工・管渠工   L=73ｍ
　･入谷地区　自然色As舗装工・Co舗装工 L=75m
　・飛鳥・豊浦地区　自然色As舗装工・石積
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L=166ｍ

■道路管理
　・古道　路面維持補修・路肩補修・横断溝清掃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L=10.3kｍ

実績内容

　歴史的風土を活用した歴史文化学習の場の整備に関する事業

　ネットワーク道路の改修

　道路整備や駐輪場、便益施設の設置など周遊ネットワークを強化することにより、来訪者が明日香村を回遊しながら体系
的に歴史を学べるような場の整備を図る。

「明日香まるごと博物館」を目指す中で、村内に点在する史跡・名所や
景観スポット・観光施設をつなぐ（ネットワーク）ための「村道」及び「周遊
歩道」の維持管理は、来訪者の快適な周遊空間の創出に重要な役割を
果たしている。

来訪者の安心・快適な観光環境を創出

村民の安心・安全・快適な生活環境を創出

住民の生活道路として利用されている「村道」及び「周遊歩道」の利便
性・安全性の向上にも大きく寄与している。
また、平成24年度からは「公共事業景観形成指針」に基づき、村内の工
事等における景観形成モデルとして、先導役を担っている。

改修前（細川） 改修後（細川）

3



事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

7,010,000 7,504,160 494,160

■ 史跡地環境美化事業

　・史跡川原寺跡
　・特別史跡高松塚古墳
　・史跡定林寺跡
  ・特別史跡キトラ古墳
　・史跡大官大寺跡
  ・史跡飛鳥稲淵宮殿跡
　・於美阿志神社
  ・都塚古墳
  ・史跡中尾山古墳
　・亀石
　・酒船石遺跡
　・岩屋山古墳
　・東山万葉展望台遊歩道
　・栗原園地
　・史跡飛鳥水落遺跡
　・史跡マルコ山古墳
　・八釣マキト古墳
  ・奥山公衆便所
　・川原公衆便所
  ・史跡地内木竹伐採

実績内容

　歴史的風土を活用した歴史文化学習の場の整備に関する事業

　史跡・名所の維持管理

　来訪者が明日香村の史跡や名所を快適な環境の中で鑑賞できるよう、史跡等の周辺環境の維持管理の充実を図る。

（施工前）

（施工前） （施工後）

（施工後）

明日香村の歴史的価値を全ての来訪者が体感するためには、点在す
る史跡とその周辺の環境が良好に管理されていることが重要であり、「ま
るごと博物館」の空間演出に重要な役割を果たしている。

来訪者の期待に応える環境創出

史跡地管理業務（川原寺）

史跡地等管理業務（中尾山古墳）史跡地等管理業務（キトラ古墳）

史跡地等管理業務（高松塚古墳）
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事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

3,570,000 2,004,770 △ 1,565,230

　■ ボランティア等による歴史的風土保存の推進

　■ 景観づくり協議会への支援
　・川原地区での景観形成活動支援

　■ 大学連携・協働事業
　・関西大学によるボランティア活動支援（イベント参加、美化
活動等）
　・天理大学による「子供わくわく教室」の実施

   ■ 美しい村づくり事業
　・環境美化対策用ゴミ袋制作補助
　・景観保全シート普及支援

実績内容

　明日香村にふさわしい景観創出に関する事業

　ボランティア等による歴史的風土保存の推進

　ボランティアと地元大字との連携による景観保全活動により、明日香村にふさわしい景観創出を図る。

所有者等が管理困難な場所を、NPO団体・学校法人等が改善すること
で、村の歴史的風土を構成する飛鳥川本来の景観を取り戻し、景観維持
の役割を果たしている。

協働による景観創出

活動中（景観ボランティア）

活動前（稲渕） 活動後（稲渕）

活動中（学生ボランティア）

実施日
参加
人数

実施場所 作業内容

顧問 29人
飛鳥川上坐宇須多岐比売命神社

（稲渕地区）
神社周辺及び河川清掃活動（土砂撤去・ゴミ収集）

8月30日～
8月31日 18人 飛鳥地区 景観維持活動支援

3月26日 11人 祝戸地区 景観維持活動支援

●学生ボランティア

●景観ボランティア明日香
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事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

46,130,000 45,688,500 △ 441,500

■ 歴史的集落景観創出事業　 37,298,600円
　・住宅等　　　　 45件　　36,911,500円
 　・塀　　　　　　   3件        387,100円

■ 景観創出のための修景事業　8,389,900円
　・自然石石積　  6件　    8,143,600円
  ・生け垣設置　　4件　　　　246,300円

実績内容

　明日香村にふさわしい景観創出に関する事業

　建築物等の修景補助

　建築物、工作物等のデザイン修景を誘導することにより、明日香村にふさわしい景観創出を図る。

来訪者の期待に応える景観創出

「歴史的風土」を構成する要素の一つである住宅や石
積みなどの歴史的集落景観の良好な現状を維持・保全・
継承していくための役割を果たしている。

法規制に対する住民負担を軽減

古都保存法及び風致地区条例、景観条例により、住宅及び工作物等へ
の意匠・形態・色彩・材質等の制限に適合させるために係る経費について、
一部助成を実施することで、住民負担の軽減と景観保全の役割を果たし
ている。

住宅の新築 生け垣

H25 H26 H27 H28 H29 Ｈ30

件数 11 21 9 13 13 23

金額 1267 2,317   1,449   1,648   1,349   2,548
件数 21 18 20 32 22 22
金額 1121 1,573   2,015   1,831   2,082   1,143

項目/年度

新築

改修

（金額：万円）

出典：総合政策課
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事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

11,000,000 17,388,000 6,388,000

■ 集落内の公共施設整備事業
　・阿部山地区　Ca舗装工・側溝工　L=26m
　・稲渕地区　 Co塗装工・転落防護柵　L=18.65ｍ
  ・尾曽地区　 Co舗装工・側溝工　L=27m
　・平田地区　 Co舗装工・石積工・排水構造物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L=41ｍ
　・川原地区　 Co舗装工・石積工　L=32m

実績内容

　明日香村にふさわしい景観創出に関する事業

　集落内の公共施設修景

　史跡地やその周辺の空間との調和のとれた集落景観を創出することにより、明日香村にふさわしい景観創出を行う。

（和風灯） （既存の防犯灯）

来訪者の期待に応える景観創出

「歴史的風土」を構成する集落内や道路・河川周辺の
良好な景観の現状を維持・保全・継承していくための役
割を果たしている。

村民の安心・安全・快適な生活環境を創出

住民生活環境の一部である河川の防災機能を強化することで、生活安
全の向上に大きく寄与するとともに、平成24年度からは「公共事業景観形
成指針」に基づき、村内の工事等における景観形成の先導役（モデル事
業）として役割を果たしている。

施工前（尾曽） 施工後（尾曽）
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事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

7,130,000 7,130,000 0

■ 万葉の田園景観維持事業
  ・農業塾の開催
  ・省力化野菜の産地化
　・果樹の栽培支援

実績内容

　明日香村にふさわしい景観創出に関する事業

　遊休農地の解消対策

　遊休農地・荒廃農地を解消し、農地として回復を図ることで、農村景観として明日香村にふさわしい景観創出を図る。

遊休農地・耕作放棄地の解消

「歴史的風土」の重要な構成要素の一つである農地
（農村風景）を良好な現状を維持・保全・継承していくた
めの役割を果たしている。

省力化野菜（ツルムラサキ） 省力化野菜（タアサイ）

農業塾の開催（現場）農業塾の開催（座学）
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事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

7,690,000 7,690,000 0

■ 農商工活性化支援事業
　・村内加工品のパンフレット作成
　・物産展への出展等販路開拓
　・農産物のフリーズドライ化による商品開発
■特産品開発支援事業
　・村内産品による商品開発支援、商品改良等

実績内容

　歴史的風土を活用した地域産業振興に関する事業

　特産品の開発支援

　地産地消による特産品の開発支援や販路開拓の推進を図る。

あすかさんぽシリーズ

明日香ルビージェラート

赤しそジェラート

つるむらさきジェラート

黒豆きなこジェラート
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事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

8,400,000 2,440,800 △ 5,959,200

■ 小規模農業基盤整備事業
　・橘地区　Ｃa舗装工・水路工　L=42ｍ
　・飛鳥・雷地区　　Co舗装工・水路工　L=47ｍ

実績内容

　歴史的風土を活用した地域産業振興に関する事業

　小規模な農林業基盤整備

　景観維持の観点に配慮しつつ小規模な農林業施設の基盤整備を図る。

（施工前）

（施工前）

（施工後）

（施工後）

効率的な農業を可能とする基盤創出

狭小な農地が多い村内農地において、可能な限りの効率化を図るため
の整備を実施することで、高齢化・担い手不足の課題を抱える農業活動
の継続を支えるとともに、多くの来訪者が期待する良好な農村景観創出
に対して寄与している。

整備前（橘） 整備後（橘）
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事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

15,310,000 15,269,914 △ 40,086

■観光イベントの実施
　・光の回廊
　・彼岸花祭り
　・劇団時空公演
　・古都飛鳥文化祭
■農林商工祭の実施
■チャレンジショップ事業
　HP作成、パンフレット作成等実績内容

　歴史的風土を活用した地域産業振興に関する事業

　観光活性化事業

　地域資源を活用した観光イベントを農商工連携のもとに実施し、観光業の仕組みづくりを積極的に行い、歴史的風土を保
存するための地域活力の向上を図る。

主な観光イベントにおける動員客数の推移

古都飛鳥文化祭 光の回廊
チャレンジショップ 新店舗

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

光の回廊 15,895    18,700    12,500    26,000    28,554 31,400

彼岸花祭り 19,810    15,630    11,592    7,900     27,488 27,835

古都飛鳥文化祭 － － 22,500    27,000    18,150 16,000

農林商工祭 2,500     2,500     2,500     2,000     5,000 3,000

シェフェスタ － 21,500    － 18,000    5,000 －

（単位：人）
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事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

30,300,000 30,535,610 235,610

■　かめバス（周遊）運行事業
　・周遊バス運行委託
　・飛鳥キトラ線運行委託
　・利用促進パンフレット作成
　・観光案内ボランティアの添乗（春・秋シーズン）

実績内容

　歴史的風土を活用した地域産業振興に関する事業

　観光基盤整備事業

　公共交通の充実を行い、周遊観光の基盤整備を図る。

村内における公共バスの乗降客数の推移

観光案内ボランティアの添乗
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事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

7,300,000 6,702,810 △ 597,190

■ 定住促進事業
　・仲介補給金　　８件
　・リフォーム補助　３件
　・動産整理補助　５件
  ・登録奨励金　８件
　・奥大和移住定住連携協議会負担金等

実績内容

　歴史的風土を活用した地域産業振興に関する事業

　定住促進事業

　定住人口を確保するため、空き家バンク制度の充実や、市街化区域での開発誘導を図る。

空き家登録等の状況

定住人口の増加

空き家バンクの成立件数は着実に
増加しており、市街化区域開発に向け
た取り組み、市街化調整区域の規制緩
和と並行して、定住人口増加に向けた
役割を果たしている。
また、空き家の課題である、地域の防
災・防犯や景観の改善など、地域の活
性化などの役割を果たしている。

利用希望登録者数
116名

（H29.4.1~H31.3.31の合計）

空き家バンク登録物件

状況 成立件数 登録中

件数 60 19

（単位：件）

出典：総合政策課（平成３１年末現在）
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事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

12,770,000 12,702,000 △ 68,000

■　環境美化における巡視・啓発
　・各大字管理組合への清掃美化活動補助

実績内容

　歴史的風土の保存に関する国民への啓発に関する事業

　環境美化における巡視・啓発

　環境美化活動を通して、明日香村の歴史的風土の保存・啓発を図る。

来訪者の期待に応える環境創出

幅広い世代の地域住民が村道、史跡地周辺、寺社仏閣や公共空間等
の清掃活動を実施することで、いつでも来訪者が美しい明日香村を体感で
き、また、生活環境の美化としての役割を果たしている。
しかしながら、高齢化率の高い大字などでは、美化活動（清掃など）が大
きな負担になっており、解消に向けた対応の必要性が高まっている。

清掃活動（上） 清掃活動（川原）
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事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

2,570,000 2,570,000 0

■　オーナー制度の推進事業
　　・棚田オーナー
　　　（水稲、季節野菜栽培、かかしコンテスト）
　　・うまし酒オーナー
　　　（酒米の田植え、稲刈り、しめ縄づくり）
　　・一本木オーナー　（ミカンの摘果、収穫祭）
　　・いも掘りオーナー　（さつま芋の植付け、収穫）
　　・阪田なるほど！ふあーむ　（野菜栽培）
　　・たけのこオーナー　（筍掘り)
　　・柿オーナー　（摘蕾、摘果、収穫）
  　・奥明日香入谷ふぁーむ　（野菜栽培）
■情報発信
   ・「あすか夢だより」7,000部発行（年2回）

実績内容

　歴史的風土の保存に関する国民への啓発に関する事業

　オーナー制度の推進事業

　オーナー制度の支援を行い、明日香村の景観や「農」を広く国民に対して啓発を図る。
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奥明日香入谷ファーム

たけのこオーナー

阪田なるほど！ふぁーむ

一本木オーナー

森の手づくり塾

いもほりオーナー

土つき野菜オーナー

柿オーナー

うまし酒オーナー

棚田オーナー

都市交流による新たな農業

都市交流型農業として「オーナー制度」による農地活用を実施し、歴史的景
観の保全と農業生産活動の活性化のひとつとして役割を果たしている。

いもほりオーナー たけのこオーナー うまし酒オーナー
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事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

10,640,000 8,653,875 △ 1,986,125

　■文化財調査研究紀要
　・発掘調査促進
　・紀要18号　300部
　■ 展示室公開事業
　・警備・ガイド委託
　・パンフレット作成
　・展示室パネル作成
　■ 講演会の開催
　 □まほろば講座開催（関西大学連携）
　・開催場所：東京都　有楽町朝日ホール他
　・開催回数：3回
　・参加人数：839人
　 □まるごと博物館フォーラム
　・テーマ：『蘇我氏の古墳』
　・開催場所：東京都 明治大学アカデミーホール
　・参加人数：1,000人
　 □東京まほろば館連続講座
　・開催場所：東京都　奈良まほろば館
　・参加人数：各70名
　■姉妹都市交流事業
　・韓国扶余郡百済中学校　生徒10名・引率3名

実績内容

　歴史的風土の保存に関する国民への啓発に関する事業

　飛鳥の魅力発信事業

　最新の発掘調査の成果等の情報発信を通じて、飛鳥の魅力を全国に周知する。

姉妹都市交流事業

まほろば講座

魅力発信による周知・PR

村内外における共催イベ
ントによる周知・PR、講演会
の開催を通じて、飛鳥の持
つ魅力と価値を国民全体で
の共有に向けた役割を果た
している。
また、発掘調査により、飛
鳥の魅力である文化財の価
値を証明するための役割を
果たしている。
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事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

7,720,000 5,597,493 △ 2,122,507

　■ 歴史的風土の担い手育成事業
 　　｢明日香の風｣
　　　・オーストラリア　中学校生徒10名・引率3名

　■ 郷土学習推進（幼小中学校での体験学習）
 　　・内容：歴史文化の体験、自然観察、
　　　　　　　観光ガイド体験
 　　・対象：明日香幼稚園、明日香小学校
　　　　　　  聖徳中学校

　■ 伝承芸能保存会活動補助

　■ 小学校出前講座（関西大学連携）
 　　・内容：関西大学との連携による歴史学習
 　　・対象：明日香小学校２年生

実績内容

　歴史的風土の保存に関する国民への啓発に関する事業

　歴史的風土の担い手育成

　歴史的景観と一体となった風土の重要性の啓発と歴史的風土を啓発できる人材の育成を図る。

村の伝承芸能である「八雲琴」「南無
天踊り」「蹴鞠」「万葉朗唱」を、次世代
へ継承することにより、地域に誇りと愛
着をもたらしている。

郷土を担う次世代を育成

継承されてきた伝統を守り・受け継ぐ

小学校から中学校まで、「郷土学習」「明日香学」と称した教育カリ
キュラムを通じて、自文化に対する認識を高め、郷土に対する愛着心を
持った担い手育成として役割を果たしている。
また、海外文化に触れることにより、日本文化（自文化）に対する価値
観の醸成が期待され、将来世代の明日香文化発信の担い手育成とし
て役割を果たしている。

万葉朗唱

「明日香の風」 「明日香の風」 小学校出前講座

17



事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

6,760,000 8,670,440 1,910,440

観光・交流による魅力向上に関する事業

観光情報発信基盤整備事業

観光来訪者が明日香村を満喫できるガイドブックや、ＳＮＳによる情報基盤の整備に向けた取組の実施。

実績内容

■ WEB情報の整備
　　・あすかナビ、ポータルサイト、ＳＮＳの運営
　　・ＥＳＰＲＩＴ　ＪＡＰＯＮ映像制作

　■ パンフレットの作成
　　・食と宿のガイドブック作成
　　・飛鳥風景のガイドブック作成
　　・観光マップ作成（日本語)
　　・インバウンドパンフレット作成(４ヶ国語）

　■公衆無線ＬＡＮシステムの環境整備

明日香村観光マップ

飛鳥 風景のガイドブック飛鳥 食と宿のガイドブック
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事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

5,400,000 5,506,500 106,500

観光・交流による魅力向上に関する事業

古民家等再生基盤事業

定住人口・地域経済の活性化に向けて、低利用の古民家等に対して、店舗利用等による利活用の推進を図るため、改修等
に対する支援を実施。

実績内容

　■ 古民家等再生基盤整備事業
　　・空き家等の店舗利用に向けた改修支援　３件

【古民家等の利活用支援】
村内の空き家等を活用し、商業利用することを促進することで、観光
客等による村内での消費に繋がり、村の経済発展につながるものと期
待する。

リフォーム後（あすか燻製工房）

明日香村古民家等基盤整備事業
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事業方針

事 業 名

事業の目的

平成３０年度
当初計画額(A)【円】

平成３０年度
実績額(B)【円】

比較(B-A)
【円】 事業の成果等

3,000,000 3,000,000 0

観光・交流による魅力向上に関する事業

教育旅行推進事業

飛鳥地方の特性を活かした体験交流型観光産業（国内外の教育旅行）を展開することで、地域経済の発展と観光振興を図
るための取組に対する支援を実施。

実績内容

　■ 教育旅行推進事業
　　・セミナー開催
　　・体験プログラムの造成等

【教育旅行の推進】
教育旅行を推進することで、学生による村内宿泊数が増加し、宿泊に
より、村内滞在時間の増加が見込まれ、村内消費の増加が見込まれ
る。
また、全国でも例の見ないインバウンドの受け入れ率となっており、教
育旅行のさらなる拡大にも期待できる。

教育旅行の様子
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